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水
郷
の
魚
た
ち 

― 

カ
ラ
イ
ワ
シ
を
70
年
ぶ
り
に
採
集
！

潮
来
市
の
誇
れ
る
自
然

第
38
回

　

お
正
月
の
お
せ
ち
料
理
の
ひ
と
つ
に
、
い

わ
し
の
田
作
り
が
あ
り
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な

ど
で
よ
く
売
ら
れ
て
い
る
田
作
り
は
、
カ
タ

ク
チ
イ
ワ
シ
の
幼
魚
を
乾
煎
り
し
て
、
醤
油

ベ
ー
ス
の
甘
辛
い
タ
レ
を
か
ら
め
た
も
の
。

お
酒
が
よ
く
す
す
む
味
で
す
。

　

最
近
、
こ
の
イ
ワ
シ
と
は
全
く
別
の
仲
間

の
「
カ
ラ
イ
ワ
シ
」（
写
真
）
が
、
北
浦
の

湖
岸
で
採
集
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ラ
イ
ワ
シ
は

カ
ラ
イ
ワ
シ
科
に
属
す
る
暖
海
沿
岸
性
の
表

層
遊
泳
魚
で
、
ウ
ナ
ギ
の
仲
間
と
同
じ
よ
う

に
、
卵
か
ら
孵
化
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
透

明
な
葉
っ
ぱ
状
の
幼
生
期
を
経
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
黒
潮
の
影
響
が

及
ぶ
海
域
に
分
布
し
、
茨
城
県
は
太
平
洋
側

の
分
布
の
北
限
で
す
。
成
長
し
た
幼
魚
は
、

淡
水
域
に
も
遡
上
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
北
浦
で
は
１
９
４
８
年
に
旧
鹿

島
郡
大
洋
村
（
現
在
の
鉾
田
市
）
で
採
集
記

録
が
あ
る
の
み
で
し
た
。
こ
の
当
時
、
北
浦

の
下
流
側
に
は
ま
だ
常
陸
川
水
門
が
設
置
さ

れ
て
お
ら
ず
、
海
と
の
つ
な
が
り
が
維
持
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
１
９
７
０
年
代
に

水
門
が
完
全
閉
鎖
さ
れ
て
か
ら
は
、
水
門
に

併
設
さ
れ
た
魚
道
し
か
通
り
道
は
あ
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
今
回
の
採
集
個
体
は
北
浦
で

の
70
年
ぶ
り
の
記
録
で
、
か
つ
、
そ
の
魚
道

を
通
っ
て
き
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

最
近
、
こ
の
魚
道
は
改
良
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
北
浦
で
の

調
査
で
は
、
カ
ラ
イ
ワ
シ
だ
け
で
な
く
、
水

門
閉
鎖
後
に
ほ
と
ん
ど
採
集
さ
れ
な
く
な
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
海
水
魚
の
ス
ズ
キ
や
汽
水

魚
の
マ
ハ
ゼ
が
頻
繁
に
採
集
さ
れ
ま
し
た
。

も
し
か
す
る
と
、
魚
道
や
水
門
操
作
の
状
況

に
何
ら
か
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
今
後
と
も
継
続

し
て
確
認
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
も
う
少
し
時

間
を
か
け
て
見
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

茨
城
大
学
広
域
水
圏
環
境
科
学

　
　
　

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

大
森 

健
策
・
内
田 

大
貴

　
　
　
　
　

山
本 

天
誠
・
加
納 

光
樹

　

こ
の
神
社
は
、
現
在
地
区
の
十
軒
ほ
ど

の
人
々
に
よ
っ
て
守
護
さ
れ
て
い
る
が
、

以
前
は
、
十
四
、
五
軒
在
り
、
神
社
の
周

囲
に
も
数
軒
の
人
家
が
存
在
し
て
い
た
。

又
、
神
社
の
境
内
に
は
集
会
所
が
あ
り
、

神
社
の
祭
事
や
地
区
の
集
ま
り
ご
と
等
に

使
用
さ
れ
て
い
て
、
台
上
戸
東
地
区
の
大

切
な
場
所
で
あ
っ
た
。

　

要
石
神
社
と
い
う
名
称
も
珍
し
い
が
、

地
元
で
は
鹿
島
神
宮
の
分
社
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

最
近
、
祠
は
新
築
さ
れ
た
が
、
そ
の

時
、
要
石
は
、
氏
子
達
に
確
認
さ
れ
て
お

り
間
違
い
な
く
地
震
を
鎮
め
る
目
的
で
祀

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鹿
島
の
要
石
を
模

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
創
建

に
つ
い
て
の
記
録
は
無
い
。
境
内
に
は
、

雨
乞
い
で
有
名
な
神
奈
川
県
の
阿
夫
利

神
社
名
を
刻
ん
だ
石
碑
が
数
基
あ
り
、
明

治
時
代
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
要

石
を
祀
っ
た
の
は
そ
れ
よ
り
少
し
前
で
、

宝
永
年
間
の
巨
大
地
震
（
犠
牲
者
約
３
万

人
）
の
あ
と
の
安
政
の
大
地
震
（
１
８
８

５
年
、
江
戸
中
心
に
倒
壊
家
屋
約
１
万
５

千
軒
、
犠
牲
者
約
１
万
人
、
こ
の
時
、
水

戸
学
で
有
名
な
藤
田
東
湖
が
小
石
川
の
藩

邸
で
圧
死
し
た
。）
は
、
特
に
被
害
が
大

き
く
、
当
時
の
近
隣
地
域
に
住
む
人
々
に

与
え
た
影
響
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
様
で

あ
る
。
神
社
の
創
建
も
こ
の
頃
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

　

戦
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
地
元
の
神
職

に
よ
り
毎
年
恒
例
の
祭
事
が
執
り
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
、

地
区
代
表
の
国
神
神
社
の
総
代
の
方
中
心

に
暮
れ
に
は
神
社
の
境
内
の
清
掃
を
し
た

り
、
鳥
居
や
祠
に
注
連
縄
を
飾
っ
た
り
し

て
年
神
様
を
祭
り
、
正
月
に
は
、
氏
子
達

が
揃
っ
て
、
五
穀
豊
穣
や
氏
子
の
幸
福
、

地
域
の
安
心
、
安
全
（
地
震
な
ど
災
害
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
又
、
災
害
に
合
わ

な
い
よ
う
に
）
祈
願
し
て
、
正
月
行
事
を

行
っ
て
い
る
。

　

潮
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要
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神
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い
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〜

潮
来
市
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誇
れ
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文
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第
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回

北浦の湖岸で採集されたカライワシ
体長約8cm


